
氏名 土平　博

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

歴史地理学

①第24回地理学科海外研修旅行「イタリア・スロベニア・クロアチア」の引率を（池田教授ととも
に）実施した。
②「奈良文化論Ⅰ・Ⅱ」の企画運営（史学科鎌田教授が主担当。国文学科滝川准教授、史学科寺崎
教授、文化財学科千田教授、現代社会学科准教授と共同）に関わった。
③歴史フォーラム2010（石原学長ほかで運営）の企画と運営に関わった。

人文地理学会編集委員（2010年11月以降）
市民講座（奈良市登美ヶ丘公民館５回　天理市山の辺文化会議２回　なら奈良館１回　歴史館いず
みさの１回）

所属学会

研究課題

平成21年度奈良大学研究助成「奈良県の地籍資料に関する歴史地理学的研究」に基づいて調査研究
をおこなった。

日本地理学会　人文地理学会　歴史地理学会　奈良地理学会

近世の都市と村落、とくに陣屋と陣屋町の構造について

現在の専門分野

文化会クラブ地理学研究会顧問

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程地理学専攻単位修得満期退学

文学修士
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取得学位

最終学歴
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城郭談話会 論文および調査報告集である。
「近世郡山城下の「町割図」と
その分類」を執筆した。239～
251頁

伊能忠敬の大和
路測量と寺社参
詣

単

近世都市山口の
町割と屋敷地割
－米屋町・今市
町・今道町の分

析から－

単

奈良の風景⑤－
吉野山の構図～
桜色につつまれ
た風景～

2010年2月 imagin21単

山口県文書館所蔵の史料をつか
い、近世の山口町の町割と屋敷
地割の特徴を明らかにし、町の
成立過程とその後の展開につい
てふれた。（120～130頁）

奈良大地理16号2010年3月

伊能忠敬による大和国内の測量
ルートを日記と測量図で復元
し、測量ルートの特徴を明らか
にした。（65～80頁）

2010年3月

（その他）

（学会発表）

奈良大学紀要38号

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2009年8月

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

吉野山を描いた描いた絵図を中
心に、その絵図の構図の特徴に
ついてまとめた。（1～３頁）


